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米国関連資料 

クレーム発明の補正理由を説明し、これを審査官が許可理由に含めた場合 

米国におけるプロセキューション時の放棄が生じる 
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１．はじめに 

米国の特許プラクティスによれば、クレーム発明の権利範囲を解釈する場合、文言上の解釈に

加えて、均等物にまで権利範囲を拡張する均等論が適用されることがあります。均等論の適用に

よって、権利範囲が拡張され過ぎないように、禁反言の法理が適用されます。この場合、プロセ

キューション履歴ファイル（"prosecution history file"または"file wrapper"）の内容に基づいて、

均等論における権利範囲の拡張が制限されることになります。 

  

 プロセキューション履歴ファイルは、後日、係争特許の特許性等の判断に重要な役割を果たす

場合があります。たとえば、Office Action(s)に対して出願人が補正により対応した場合であっ

て、クレーム発明の補正理由を説明した場合、米国におけるプロセキューション時の放棄が生じ

ることがあります。このことについて、最近の CAFC判決を引用し、以下に説明します。 
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